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市
で
は
、
公
募
し
て
い
た

「
新
生
市
立
高
校
」
の
校
名
案

を
「
万
代
高
等
学
校
」
と
し
て
、

12
月
定
例
市
議
会
に
提
案
し
て

い
ま
す
。

日
本
海
の
中
枢
拠
点
都
市
新

潟
で
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開

く
人
材
を
育
成
す
る
新
し
い
学

校
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
、
と

の
公
募
に
、
県
内
外
か
ら
１
９

０
件
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。「

万
代
」
は
、
万
代
橋
が
全

国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本

市
を
象
徴
す
る
地
名
。
同
校
が

本
市
に
位
置
す
る
こ
と
を
明
確

に
し
、
全
国
に
誇
れ
る
学
校
に

し
た
い
と
校
名
に
取
り
入
れ
ま

し
た
。

同
校
は
、
創
立
以
来
80
年
間

女
子
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
市
立
沼
垂
高
校
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
平
成
15
年
４
月

に
市
立
明
鏡
高
校
の
隣
接
地
に

開
校
し
ま
す
。

国
際
理
解
教
育
・
情
報
教
育

の
充
実
を
図
り
、
小
人
数
指
導

や
習
熟
度
別
指
導
に
よ
る
学
習

指
導
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
地

域
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

新
潟
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

劇団カタコンベ公演 スペース漫才師

チケット 1,500円（当日300円増）
問い合わせ ゐ座（�245-0082）へ

期　日 開演時間 会　場
12/22・29 午後７時半

ゐ座稽古場
（長嶺町）

12/23・30 午後２時
12/24 午後４時

新潟大学室内合唱団 演 奏 会
日時 12月15日午後６時から
会場 だいしホール
チケット 一般1,000円、中学生以下500円
問い合わせ 藤本（�268-4882）へ

人 権 相 談
家庭内・親族間・近隣間のもめごと、

いじめ、女性・外国人差別などに、人権
擁護委員が自宅で相談に応じています。

（平成13年12月１日現在）

�定例人権相談
日時 毎月第１・３金曜日午前10時～午
後０時半　会場 大和新潟店
問い合わせ 新潟地方法務局人権擁護課
（�222-1563）へ

介護サービス苦情・相談あれこれ
日時 12月15日午後１時半～３時半
会場 総合福祉会館　参加費 500円
内容 阿部はるえ（社会福祉士）による
講演、フリートーク
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 介護の社会化を進める新潟
県の会（�265-7530）へ

新潟大学吹奏楽部 演 奏 会
日時 12月15日午後５時半から
会場 りゅーとぴあコンサートホール
チケット 中学生以上500円（当日100円増）
問い合わせ 奈良田（�090-1538-00
78）へ

ステップ離乳食（中・後期編）
内容 離乳食中後期の進め方、ほか
対象 ６カ月～１歳１カ月児の保護者各
会場先着25人
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3669）へ
期　日

12・25
12・27

会　場

南地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター

時　間

午前10時
～11時半

税理士による無料税務相談
日時 12月12日午前９時半～午後４時
会場 県税理士会館（営所通２）
問い合わせ 税理士会事務局（�225-22
03）へ

障害者の困りごと法律相談会
日時 12月15日午前10時～午後３時
会場 弁護士会館（新潟地方裁判所構内）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 県弁護士会（�222ｰ3765）へ
※電話、FAXによる相談もあり
相談電話 �223-8252、FAX 222-3738
（当日のみ）

優秀運転者の表彰
申請締切日 １月10日
表彰種別 20年・30年・40年・50年
申請先 最寄りの交通安全協会（各警察
署内）へ

“わたし”を見つめるわたしの時間
日時 12月14日午前10時半～正午
会場 市女性センター・アルザ
内容 交流会　参加費 300円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ VIVID・山崎（�270-247
4）へ　※子どもの同伴可

休日エイズ電話相談
日時 土・日曜と祝・休日午前10時～午
後４時半
相談電話 �230-7711、230-7733
相談内容 エイズ、性感染症、ほか

特定疾患医療受給者証の更新
平成14年度も引き続き治療を必要とす

る場合、継続申請が必要です。該当者に
は、継続申請書類を送付します。

問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3661）へ

該　当　者
平成11年度以前に認定された人
�で、重症認定されている人
平成12年度以降に認定された人

書類送付時期
12月中旬～下旬

1月初旬

�

�

�

地区 名　前 住　所 自宅電話

中央

東

中

西

北

南

坂井輪

石山

黒埼

風間士郎
田辺貞子
青木忠男
川崎ツキ子
関根正子
小川みどり
堀川善興
長谷川正夫
住川一子
赤羽雄勝
山崎光子
五十嵐和也
樋口和夫
小林裕子
吉田友子
國島恒彦
横山興助
田村雅子
武石佐武郎
岡田ヨシミ
成海　静

旭町通2
関屋本村町2
山木戸4
蒲原町
津島屋2
物見山2
山の下町
五十嵐2の町
五十嵐中島5
松浜本町4
近江
酒屋町
米山6
松美台
西小針台2
坂井東4
東中野山2
山二ツ3
金巻
立仏
鳥原

228-8862
233-1747
273-6202
244-0016
273-7790
275-1768
273-6083
261-1899
263-5590
259-2154
284-7251
280-2207
246-2533
233-0495
267-6789
260-4442
276-3944
286-9539
377-5652
378-7169
377-3810

産
業
な
ど
を
学
ぶ
「
新
潟
学
」

を
履
修
し
ま
す
。

１
学
年
普
通
科
５
学
級
と
英

語
・
理
数
科
１
学
級
、
全
体
で

18
学
級
の
男
女
共
学
校
で
す
。

普
通
科
で
は
、
３
年
間
を
通

じ
て
普
通
教
科
を
中
心
に
学
習

し
、
２
・
３
年
次
に
「
総
合
選

択
制
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。
生

徒
は
自
分
の
興
味
や
関
心
、
進

路
希
望
に
応
じ
て
、
芸
術
文

化
・
都
市
環
境
・
自
然
科
学
・

情
報
・
人
文
科
学
・
国
際
理
解

の
６
系
列
か
ら
ひ
と
つ
を
選
択

し
ま
す
。

外
国
語
教
育
に
重
点
を
置
い

た
英
語
コ
ー
ス
と
、
情
報
や
理

数
教
育
に
重
点
を
置
い
た
理
数

コ
ー
ス
を
設
置
す
る
英
語
・
理

数
科
で
は
、
全
県
か
ら
生
徒
を

募
集
し
て
、
進
学
希
望
に
応
じ

た
指
導
を
行
い
ま
す
。

校
舎
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
一
部
６
階
建
て
。
12

月
下
旬
か
ら
、
校
舎
と
体
育
館

の
本
体
建
設
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
指
導
課

（
�
内
線
３
２
４
２
）
へ

天
然
記
念
物
「
オ
オ
ヒ
シ
ク

イ
」
の
飛
来
数
で
日
本
一
を
誇

る
福
島
潟
の
一
角
に
、
親
水
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
遊
水

ぱ
い
で
す
。

屋
外
施
設
は
気
温
が
低
い
今

の
時
期
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

が
、
川
遊
び
の
気
分
を
満
喫
で

き
る
流
水
プ
ー
ル
や
で
こ
ぼ
こ

ス
ラ
イ
ダ
ー
、
潟
周
辺
で
か
つ

て
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
木
舟

を
こ
ぐ
体
験
が
で
き
る
水
路
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

入
館
料

大
人
６
０
０
円
、
中

学
生
以
下
３
０
０
円
　
※
３
歳

未
満
は
無
料
、
65
歳
以
上
は
３

０
０
円

休
館
日

月
曜
日
（
祝
休
日
の

場
合
は
翌
日
）
、
12
月
28
日
〜

１
月
４
日

12
月
〜
２
月
の
屋
内
プ
ー
ル
の

開
館
時
間

午
後
１
時
〜
８
時

※
土
・
日
曜
・
祝
休
日
の
開
館

館
」
が
あ
り
ま
す
。

館
内
は
冬
で
も
30
度
に

設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

シ
ー
ズ
ン
を
問
わ
ず
に
、

１
年
中
快
適
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
屋
内
に

は
、
親
水
プ
ー
ル
、
幼
児

プ
ー
ル
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
プ

ー
ル
、
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
の
長
さ
43
�
の
ウ
オ

ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な

ど
、
楽
し
い
施
設
が
い
っ

競馬場競馬場I.C 豊栄豊栄I.C

福島潟福島潟�福島潟�

遊水館遊水館�遊水館�

 水の駅�
「ビュー福島潟」�●�

●潟来亭�

●中央公民館�

豊栄駅�

●豊栄市役所�
博物館●�

総合体育館●�

白新線�

新潟� 新発田�
競馬場I.C 豊栄I.C

●�

さまざまなプールがそろう「遊水館」

情
報

ネッ
トワー

ク

広域�
豊栄市

は
午
前
10
時
、
日
曜
・
祝
休

日
の
閉
館
は
午
後
５
時
半
。

季
節
に
よ
っ
て
各
施
設
の
開

館
日
・
開
館
時
間
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

遊
水
館
（
�

３
８
４
・
１
２
１
１
）
へ

市
で
は
、
黒
埼
地
区
の
学
校

配
置
の
適
正
化
を
図
る
た
め

に
、
黒
鳥
・
木
場
・
板
井
小
学

校
の
３
校
を
統
合
し
た
、
黒
埼

南
部
地
区
小
学
校
の
建
設
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
12

月
定
例
市
議
会
に
、
同
校
の
校

名
案
を
「
黒
埼
南
小
学
校
」
と

し
て
提
案
、
現
在
審
議
中
で
す
。

同
校
の
校
名
は
、
「
黒
埼
」

と
い
う
地
名
を
残
す
と
と
も

に
、
黒
鳥
・
木
場
・
板
井
が
黒

埼
地
区
南
部
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
た
も
の
。
統
合
す
る
小
学

病
後
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
病
児
保
育
室
よ
い
こ
の

も
り
」
で
は
、
12
月
20
日
に
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
の
ほ
か
、
病

後
児
保
育
や
施
設
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
施
設

見
学
を
行
い
ま
す
。

病
後
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

市
で
は
、
中
小
企
業
で
働
く

優
良
従
業
員
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。今

年
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
同

一
事
業
所
に
10
年
以
上
勤
続

経
営
者
た
ち
も
出
席
し
、
受
賞

の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま

し
た
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
し
た
長
谷

川
市
長
は
「
長
年
に
わ
た
っ
て
、

誠
実
に
職
務
に
励
み
、
ほ
か
の

従
業
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

知
識
と
経
験
を
、
企
業
の
繁
栄

と
本
市
の
発
展
の
た
め
に
生
か

し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
こ
れ
ま

で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

し
、
貢
献
し
た
１
４
３
人
。
11

月
27
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
＝

写
真
＝
で
は
、
事
業
所
の
発
展

の
た
め
に
共
に
歩
ん
で
き
た
従

業
員
の
晴
れ
姿
を
見
よ
う
と
、

校
の
児
童
や
保
護
者
、
校
区
の

住
民
な
ど
を
対
象
に
公
募
し
、

市
教
育
委
員
会
や
黒
埼
南
部
地

区
小
学
校
統
合
推
進
協
議
会
な

ど
で
審
査
し
ま
し
た
。

３
校
の
統
合
は
、
児
童
数
が

減
少
し
、
校
舎
の
老
朽
化
が
目

立
っ
て
き
た
た
め
に
、
旧
黒
埼

町
の
南
部
地
区
小
学
校
統
合
検

討
協
議
会
が
、
平
成
７
年
度
か

ら
検
討
を
続
け
て
き
て
お
り
、

本
市
と
旧
黒
埼
町
と
の
合
併
に

伴
っ
て
、
合
併
建
設
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
上
越
新
幹
線
と
北

陸
自
動
車
道
に
近
い
木
場
地
区

に
約
２
万
２
０
０
０
平
方
�
の

タ
ー
は
、
病
気
回
復
期
の
保
育

園
や
幼
稚
園
に
通
う
園
児
を
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
。
預

か
っ
た
子
ど
も
を
専
任
の
看
護

婦
と
保
育
士
が
、
看
護
と
保
育

の
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
現
在
市
内
に
は
、
「
病

児
保
育
室
よ
い
こ
の
も
り
」
の

ほ
か
、
竹
山
病
院
に
併
設
す
る

「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
た
け
の
子
」

が
あ
り
ま
す
。

日
時

12
月
20
日
午
後
２
時
か

ら会
場

病
児
保
育
室
よ
い
こ
の

も
り
（
神
道
寺
１
）

対
象

幼
児
と
保
護
者
15
組

申
し
込
み

12
月
14
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の

名
前
・
年
齢
を
記
入
し
、
神
道

寺
１
・
５
・
47
、
会
場
（
�
２

９
０
・
２
０
３
０
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

建
設
用
地
を
取
得
。
現
在
基
本

設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
16
年
４
月
の

開
校
を
目
指
し
、
来
年
度
か
ら

建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
指
導
課

（
�
内
線
３
２
４
１
）
へ

対
象

①
平
成
８
年
５
月
に
償
還
を
終
わ
っ
た
「
戦
傷
病
者

等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
の
受
給
権
を
取
得
し
て
い

た
人
で
、
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
同
５
年
４
月
１
日
か
ら

同
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に

よ
り
死
亡
し
た
人

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
し
た

妻
、
ま
た
は
同
日
以
降
第
５
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
等
と
な

っ
た
人
の
妻
で
、
こ
と
し
４
月
１
日
現
在
、
戦
傷
病
者
等
で

あ
る
夫
が
第
５
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
人

請
求
期
限

平
成
16
年
９
月
30
日

受
付
窓
口

厚
生
福
祉
課
（
市
役
所
本
館
２
階
）
、
黒
埼
支

所
保
健
福
祉
課
、
地
区
事
務
所

問
い
合
わ
せ

厚
生
福
祉
課
（
�
内
線
２
６
３
５
）
へ

戦
傷
病
者
等
の
妻
へ

特

別

給

付

金

を

支

給

新潟友の会 友愛・製作品セール
日時 12月13日午前11時～午後０時半
会場 新潟友の家（寺尾上２）
問い合わせ 会場（�260-0287）へ


